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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ   9/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ   7/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/47     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/06     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   9/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   7/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/47    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/06    　　　　
   Ｂ６０Ｃ   1/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月21日(2010.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジエン系ゴム及び硫黄を含む加硫可能なゴム組成物であって、下記一般化学式（Ｉ）で
表される４-置換２-ベンゾチアゾールスルフェンアミドの群から選択される安定剤／促進
剤物質を混合することにより安定化し、
【化１】

式中、Ｒ１とＲ２は同一または異なるものでよく、それぞれ水素、ハロゲン、ニトロ、ヒ
ドロキシ、Ｃ１－Ｃ１２アルキルまたはアルコキシルあるいはアラルキルであり、
Ｒ３とＲ４は同一または異なるものでよく、それぞれ水素、Ｃ１－Ｃ１２（シクロ）アル
キルまたはアルコキシルあるいはアラルキルであり、或いはＲ３とＲ４はＯ、Ｓｉ、Ｓ又
はＰで随意に置換された環を形成することができることを特徴とする加硫可能ゴム組成物
。
【請求項２】



(2) JP 2010-501660 A5 2010.9.9

　安定剤／促進剤物質は、Ｒ１がメチル、Ｒ２が水素、Ｒ３がＨ、Ｒ４がシクロヘキシル
基である４-置換２-ベンゾチアゾールスルフェンアミドであることを特徴とする請求項１
記載の加硫可能ゴム組成物。
【請求項３】
　安定剤／促進剤物質は、Ｒ１がメチル、Ｒ２が水素、Ｒ３がＨ、Ｒ４が第三ブチル基で
ある４-置換２-ベンゾチアゾールスルフェンアミドであることを特徴とする請求項１記載
の加硫可能ゴム組成物。
【請求項４】
　安定剤／促進剤物質は、下記一般化学式（IＡ）で表されるＮ-シクロヘキシル-２-メル
カプト-４-メチル-ベンゾチアゾールスルフェンアミド（４ｍ-ＣＢＳ）であることを特徴
とする請求項１又は２記載の加硫可能ゴム組成物。
【化２】

 
【請求項５】
　安定剤／促進剤物質は、下記一般化学式（IＢ）で表されるＮ-ｔｅｒｔ．ブチル-２-メ
ルカプト-４-メチル-ベンゾチアゾールスルフェンアミド（４ｍ-ＴＢＢＳ）であることを
特徴とする請求項１又は３記載の加硫可能ゴム組成物。

【化３】

 
【請求項６】
　Ｎ-シクロヘキシル-２-メルカプト-４-メチル-ベンゾチアゾールスルフェンアミド（４
ｍ-ＣＢＳ）とＮ-ｔｅｒｔ．ブチル-２-メルカプト-４-メチル-ベンゾチアゾールスルフ
ェンアミド（４ｍ-ＴＢＢＳ）は、天然ゴム、スチレン－ブタジエンゴム（ＳＢＲ）及び
それらのポリブタジエンゴム（ＢＲ）との混合物を主な成分とする硫黄硬化タイヤ化合物
のための加硫戻り抵抗性並びにモジュラスと硬度の安定性を促進させる特性を備えている
ことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の加硫可能ゴム組成物。
【請求項７】
　Ｎ-シクロヘキシル-２-メルカプト-４-メチル-ベンゾチアゾール-２-スルフェンアミド
（４ｍ-ＣＢＳ）を混合することで、天然ゴムを主成分とするタイヤ接地面化合物におい
てＭＢＳより長い加硫戻り時間と、ＤＣＢＳよりも長い加硫戻り時間で安定化し強化され
ていることを特徴とする請求項１記載の加硫可能ゴム組成物。
【請求項８】
　Ｎ-ｔｅｒｔ．ブチル-２-メルカプト-４-メチル-ベンゾチアゾールスルフェンアミド（
４ｍ-ＴＢＢＳ）を混合することで、天然ゴムを主成分とするタイヤ接地面化合物におい
てＭＢＳより長い加硫戻り時間と、ＤＣＢＳよりも長い加硫戻り時間で安定化し強化され
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ていることを特徴とする請求項１記載の加硫可能ゴム組成物。
【請求項９】
　Ｎ-シクロヘキシル-２-メルカプト-４-メチル-ベンゾチアゾール又はＮ-ｔｅｒｔ．ブ
チル-２-メルカプト-４-メチル-ベンゾチアゾールスルフェンアミドから選択される４-置
換２-ベンゾチアゾールスルフェンアミドを混合することで、ＣＢＳ、ＴＢＢＳ、ＭＢＳ
およびＤＣＢＳよりも大幅に優れた熱エイジングモジュラス値、硬度および他の関連する
加硫特性の維持によって安定化並びに強化されていることを特徴とする請求項１記載の加
硫可能ゴム組成物。
【請求項１０】
　促進剤化合物は、ゴム１００重量部に対して０．５～５．０重量部混合されていること
を特徴とする請求項１から９のいずれか一項に記載の加硫可能ゴム組成物。
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